
■
災
害
廃
棄
物
処
理
、
除
染
地
球
環
境

年 月に都内で行われ
た「潜水作業セミナー」

２月１日に福島県南相馬市塚原地区でがれき撤去が始まった

再
生
利
用
８
３
・
４
％

　
東
日
本
大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力

発
電
所
事
故
で
放
射
性
物
質
が
飛
散
し
、
重
大
な
環
境

汚
染
が
発
生
し
た
。
国
や
市
町
村
が
主
体
と
な
っ
て
、

放
射
性
物
質
に
よ
る
被
ば
く
を
防
ぐ
た
め
の
除
染
作
業

を
進
め
て
い
る
。
除
染
は
復
旧
・
復
興
の
大
前
提
で
あ

り
、
適
正
か
つ
効
率
的
な
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

「がれき処理」７５４万�完了
取
り
組
み
を
加
速

国
や
市
町
村
中
心
に

復興の大前提「除染」

技術提案件実証汚染廃棄物も課題
一般廃棄物の焼却灰などの一
時保管施設（千葉県印西市）

福島県南相馬市が高倉地区で行っている道路の除染作業

　
２
０
１
１
年
３
月

日
に
起
き
た
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
津
波
で
、
膨
大
な
量
の
災

害
廃
棄
物
が
発
生
し
た
。
特
に
被
害
の
大
き
か
っ
た
沿
岸
市
町
村
の
災
害
廃
棄
物
に
つ

い
て
は
、
災
害
廃
棄
物
推
計
量
の
約

％
の
処
理
が
完
了
。
環
境
省
は

年
３
月
の
処

理
完
了
に
向
け
、
処
理
を
加
速
化
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

（ ） 　　 （第２部） ２０１３年 平成２５年 ２月２８日 木曜日 　　

　
除
染
は
２
０
１
２
年
１
月

１
日
に
全
面
施
行
さ
れ
た
放

射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法

に
基
づ
き
、
国
や
市
町
村
が

中
心
と
な
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
除
染
を
進
め
る
地
域
に

は
、
同
原
子
力
発
電
所
に
近

く
被
ば
く
線
量
が
非
常
に
高

い
地
域

除
染
特
別
地
域

と
、
１
時
間
当
た
り
０
・

以
上
の
地
域

汚
染
状

況
重
点
調
査
地
域

の
二
つ

が
あ
る
。

　
国
が
担
当
す
る
除
染
特
別

地
域
は
福
島
県
内
の

市
町

村
。
本
格
除
染
が

年
７
月

日
に
田
村
市
で
ト
ッ
プ
を

切
っ
て
ス
タ
ー
ト
。
９
月
に

は
川
内
村
、
楢
葉
町
、
飯

村
で
始
ま
っ
た
。
他
に
本
格

除
染
に
先
立
ち
、
拠
点
施
設

な
ど
の
先
行
除
染
の
作
業
が

行
わ
れ
て
い
る
地
域
が
あ
る

な
ど
進
展
状
況
は
一
様
で
は

な
い
。

年
１
月
に
一
部
の

不
適
切
な
除
染
に
対
し
て
作

業
の
改
善
指
示
が
出
る
な

ど
、
地
元
の
人
に
信
頼
さ
れ

る
除
染
が
あ
ら
た
め
て
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域

は

年

月

日
現
在
、
岩

手
、
宮
城
、
福
島
、
茨
城
、

栃
木
、
群
馬
、
埼
玉
、
千
葉

の
８
県
の
１
０
１
市
町
村
。

　
福
島
県
南
相
馬
市
は
同
原

子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
っ

て
、
市
内
全
域
が
放
射
性
物

質
に
汚
染
さ
れ
た
。
除
染
特

別
地
域
と
汚
染
状
況
重
点
調

査
地
域
の
両
地
域
の
指
定
を

受
け
て
い
る
。

　
こ
の
う
ち
、
除
染
特
別
地

域
で
は
先
行
除
染
を
進
め
て

い
る
段
階
。
汚
染
状
況
重
点

調
査
地
域
で
は
、
公
共
施
設

や
住
宅
、
道
路
、
水
田
な
ど

で
除
染
を
行
っ
て
い
る
。
そ

う
し
た
中
、
南
相
馬
市
は

年
１
月
に
除
染
作
業
の
着
手

が
遅
れ
て
い
る
現
状
を
踏
ま

え
、
市
除
染
実
施
計
画
の
期

間
を

、

年
度
の
２
年
間

か
ら

―

年
度
の
３
年
間

に
延
長
し
、
除
染
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
を
見
直
し
た
。

　
今
後
の
除
染
作
業
に
活
用

で
き
る
技
術
の
実
証
試
験
が

展
開
さ
れ
て
い
る
。

　
環
境
省
は

年
度
分
と
し

て

件
の
技
術
提
案
に
つ
い

て
実
証
試
験
を
行
っ
て
お

り
、

年
３
月
中
に
結
果
を

と
り
ま
と
め
、
試
験
結
果
の

評
価
を
行
う
予
定
。
対
象
物

と
手
法
は
次
の
通
り
。
路
面

・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
は
、
超

高
圧
水
洗
浄
と
切
削
の
二
つ

の
手
法
で
実
証
す
る
。
土
壌

に
は
表
面
剥
ぎ
、
汚
泥
に
は

焼
却
、
そ
し
て
有
機
物
に
は

炭
化
や
減
容
、
焼
却
、
洗
浄

の
四
つ
の
手
法
で
そ
れ
ぞ
れ

取
り
組
む
。
焼
却
灰
に
は
固

化
・
不
溶
出
化
の
手
法
を
活

用
す
る
。

　
復
興
庁
と
環
境
省
は

年

度
分
と
し
て
引
き
続
き
実
証

試
験
対
象
技
術
を
５
月

日

ま
で
公
募
し
、

件
程
度
を

採
択
す
る
予
定
だ
。

　
同
原
子
力
発
電
所
か
ら
大

気
中
に
放
出
さ
れ
た
放
射
性

物
質
が
風
に
よ
っ
て
地
表
や

樹
木
に
付
着
し
た
。
そ
の
結

果
、
生
活
系
ゴ
ミ
の
焼
却
灰

な
ど
の
廃
棄
物
に
つ
い
て
も

放
射
性
物
質
に
汚
染
さ
れ
た

も
の
が
発
生
。
こ
れ
ら
の
処

理
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
千
葉
県
は
放
射
性
物
質
を

含
む
ゴ
ミ
焼
却
灰
の
一
時
保

管
施
設
を
印
西
市
内
の
手
賀

沼
流
域
下
水
道
手
賀
沼
終
末

処
理
場
内
に
設
置
し
、

年

月
下
旬
か
ら
一
時
保
管
を

始
め
た
。
放
射
性
物
質
汚
染

対
処
特
措
法
な
ど
に
基
づ
き

実
施
。
耐
久
性
や
耐
水
性
の

高
い
容
器
に
封
入
さ
れ
た
ゴ

ミ
焼
却
灰
を
、
鉄
骨
テ
ン
ト

倉
庫
内
で
保
管
し
て
い
る
。

保
管
期
限
は

年
度
末
。

　
今
回
の
一
時
保
管
は
県
北

西
部
の
松
戸
市
、
柏
市
、
流

山
市
、
我
孫
子
市
お
よ
び
、

印
西
地
区
環
境
整
備
事
業
組

合
の
４
市
１
組
合
か
ら
一
時

保
管
の
緊
急
要
望
が
あ
り
、

対
応
し
た
。
一
時
保
管
す
る

の
は
新
た
に
発
生
し
、
搬
入

団
体
で
の
保
管
が
困
難
な
一

般
廃
棄
物
の
焼
却
灰
、
焼
却

飛
灰
な
ど
。
放
射
性
物
質
濃

度
が
１

当
た
り
８
０
０

０

を
超
え
、

万

以
下

の
も
の
だ
。

　
こ
う
し
た
中
、
環
境
省
は

年
１
月

日
に

年
３
月

の
災
害
廃
棄
物
処
理
完
了
に

向
け
、
処
理
の
加
速
化
に
関

す
る
取
り
組
み
を
ま
と
め

た
。

　
岩
手
、
宮
城
両
県
に
つ
い

て
は
、
広
域
処
理
を
含
め
た

処
理
先
の
調
整
を

年
度
内

に
完
了
し
、
全
て
の
処
理
先

を
確
保
す
る
。
不
燃
混
合

物
、
津
波
堆
積
物
に
つ
い
て

は
、
特
に
加
速
化
が
必
要
と

し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
処

理
施
設
の
増
強
、
復
興
工
事

で
の
利
用
な
ど
再
生
利
用
先

を
拡
大
。
必
要
に
応
じ
て
再

生
資
材
の
保
管
場
所
の
確
保

を
図
る
。
可
燃
物
に
つ
い
て

は
、
宮
城
県
の
仮
設
焼
却
炉

４
基
の
早
期
本
格
稼
働
、
調

整
中
の
広
域
処
理
の
開
始
で

加
速
化
さ
せ
る
。

　
福
島
県
に
お
い
て
は
で
き

る
限
り
早
期
に
仮
置
き
場
、

仮
設
焼
却
炉
な
ど
の
整
備
を

具
体
化
し
、
全
体
の
処
理
見

通
し
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
災
害
廃
棄
物
処
理
で
は
、

作
業
に
従
事
す
る
労
働
者
の

安
全
確
保
が
欠
か
せ
な
い
。

　
中
央
労
働
災
害
防
止
協
会

は
、
が
れ
き
や
産
業
廃
棄
物

な
ど
、
海
中
に
沈
ん
だ
障
害

物
の
撤
去
向
け
に
、
潜
水
作

業
の
安
全
衛
生
教
育
「
潜
水

作
業
の
安
全
セ
ミ
ナ
ー
」
を

実
施
し
て
い
る
。

年

月

日
に
東
京
都
内
で
行
わ
れ

た
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
深
度
が

変
化
す
る
場
合
の
潜
り
方
な

ど
に
つ
い
て
講
義
が
行
わ
れ

た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
発
生
か

ら
間
も
な
く
２
年
。
復
興
に

向
け
て
災
害
廃
棄
物
の
処
理

が
現
在
も
行
わ
れ
て
い
る
。

東
日
本
大
震
災
で
特
に
被
害

の
大
き
か
っ
た
岩
手
、
宮

城
、
福
島
の
被
災
３
県
の
沿

岸
市
町
村
。
環
境
省
に
よ
る

と
、
３
県
沿
岸
市
町
村
の
災

害
廃
棄
物
推
計
量
１
６
２
８

万
１
０
０
０

の
う
ち
、

年
１
月
末
現
在
、
中
間
処
理

施
設
で
の
破
砕
・
選
別
、
焼

却
な
ど
に
よ
っ
て

・
３
％

に
当
た
る
７
５
４
万
３
０
０

０

の
処
理
が
完
了
。
県
別

の
災
害
廃
棄
物
推
計
量
に
対

す
る
処
理
割
合
は
岩
手
が
３

６
５
万
７
０
０
０

に
対
し

て

・
８
％
、
宮
城
が
１
１

０
２
万
６
０
０
０

に
対
し

て

・
１
％
、
福
島
が
１
５

９
万
９
０
０
０

に
対
し
て

・
９
％
と
な
っ
て
い
る
。

　
３
県
沿
岸
市
町
村
で
処
理

が
完
了
し
た
量
の
内
訳
は
、

再
生
利
用
が
全
体
の

・
４

％
に
当
た
る
６
２
８
万
９
０

０
０

。
こ
の
他
、
焼
却
処

理
量
が

万
３
０
０
０

、

埋
め
立
て
処
理
量
が

万

、
焼
却

燃
料
利
用

が

４
万
１
０
０
０

。

　
こ
の
他
、
福
島
県
で
は
東

京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発

電
所
事
故
に
よ
る
環
境
汚
染

に
対
処
す
る
放
射
性
物
質
汚

染
対
処
特
措
法
に
基
づ
き
指

定
さ
れ
た
、
「
汚
染
廃
棄
物

対
策
地
域
」
に
つ
い
て
は
、

国
が
直
轄
で
処
理
を
行
う
こ

と
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
の
対
策
地
域
内
の
う

ち
、
南
相
馬
市
、
浪
江
町
、

双
葉
町
、
大
熊
町
、
富
岡

町
、
楢
葉
町
の
沿
岸
６
市
町

の
災
害
廃
棄
物
推
計
量
は
、

万
４
０
０
０

に
上
る
。

実
際
の
災
害
廃
棄
物
処
理
は

年
２
月
１
日
、
海
沿
い
に

あ
る
南
相
馬
市
塚
原
地
区
で

が
れ
き
の
撤
去
を
始
め
た
の

が
最
初
だ
。

　
広
域
処
理
に
つ
い
て
は
、

岩
手
県
が
約

万

、
宮
城

県
が
約

万

の
合
計
約

万

を
必
要
と
し
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
、

年
２
月

日
現
在
、
受
け
入
れ
見
込
み

量
は
約

万

。
受
け
入
れ

済
量
は
約

万

。
１
都
１

府

県
に
お
い
て
、
広
域
処

理
を
実
施
済
み
、
実
施
中
、

ま
た
は
受
け
入
れ
量
決
定
済

み
と
な
っ
て
い
る
。


